当院臨床工学技士による消化器内視鏡業務の現状報告 by 倉重 諭史 et al.
The Japanese Red Cross Medical Society
 115
1 日目　10 月 16 日（木）
要　望　演　題









子 1）、中野　裕美 1）、牛島　絹子 1）、長島　不二夫 1）、
　川口　哲 2）、緒方　康博 2）
【目的】当施設では 1 年間に上部消化管内視鏡検査（以下 EGD）を
約 20,000 例、S 字状結腸内視鏡検査（以下 SS）を約 8,000 例、全大
腸内視鏡検査（以下 TCS）を約 300 例施行している。健診機関の
ため内視鏡的治療は行わず観察（生検含む）を行っている。今回、
過去２年間の偶発症と対策について報告する。



































































































【はじめに】当院では病院からの要望を受け、平成 24 年 4 月より臨
床工学技士（以下、技士）が内視鏡業務に介入している。現状と課
題について報告する。
【経緯】内視鏡室スタッフはパート看護師が多数を占め、夜間や休
日の臨時検査・処置は医師と救急外来や担当病棟の看護師が行って
いた。救急外来や担当病棟の看護師は内視鏡業務に不慣れである為、
医師が機器のセッティングから後片付け、洗浄・消毒を行っていた。
この夜間・休日対応に技士が加わることで、検査・処置の安全性向
上が見込まれるという目的で打診を受け、課内にて検討し日常業務
を含めて介入するに至った。
【業務内容】機器の使用前点検、セッティング、トラブル対応、管
理システムへの入力を行っている。平日日勤帯での洗浄・消毒には
携わっていない。検査・処置での侵襲操作を行わないことを徹底し
ている為、技士が業務に介入する場面が限られ、検査が比較的多い
曜日のみ内視鏡室に常駐することにしている。他の曜日については、
トラブル時の呼出し対応としている。
【結果】技士が内視鏡業務に携わることで、トラブル時の初期対応、
不具合の早期発見が可能となった。機器の管理を技士が行うことで、
医師や看護師の業務負担が軽減した。　
【課題】昨今、内視鏡の消毒不足によって、多数の患者の感染症検
査を施行した例が報告されている。ことの重要性から特定保守管理
医療機器である洗浄消毒装置や消毒液の濃度管理は、本来技士が行
うべきと考える。しかし、当院では技士常駐が週に 2 日のみであり、
これらの管理は看護補助者が行っているのが現状である。現在、技
士がこれらの管理をするべく準備、調整中である。
